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みんなでついて丸めた餅は格別の味。

そしてよくのび～る。

（12/17 原小学校・収穫祭）

みなさんの幸せが

すえなが～く
続きますように

みなさんの幸せが

すえなが～く
続きますように

赤穂観光マスコットキャラクター「陣たくん」赤穂観光マスコットキャラクター「陣たくん」
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2012年 新年のごあいさつ

　
　

  

春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
様
の

ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も

に
、
平
素
よ
り
市
政
に
お

寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対

し
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
赤
穂
市
に
お
き
ま
し

て
は
、
市
制
施
行
60
周
年

の
節
目
を
迎
え
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
の
参
加
の
も

と
様
々
な
記
念
事
業
を
盛

大
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
新
総
合
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
３
月

に
は
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
、
東
北
地
方
を
中
心
に

未
曾
有
の
災
害
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
現
在
も
被
災

地
を
は
じ
め
日
本
中
が
一

つ
に
な
っ
て
復
興
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
1
日
も
早
い
復
旧

復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
状

況
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
立
て
直
し
や
各
種
の

政
策
効
果
な
ど
を
背
景
に
、

全
体
と
し
て
震
災
後
の
落

ち
込
み
か
ら
持
ち
直
し
つ

つ
あ
る
と
の
見
方
が
示
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
世
界
経

済
の
減
速
や
円
高
の
長
期

化
等
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
・

経
済
情
勢
に
直
面
し
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
後
の
市

政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
般
財
源
の
伸
び
が
期
待

で
き
な
い
財
政
状
況
と
地

域
主
権
改
革
に
よ
る
権
限

委
譲
や
制
度
改
正
の
動
向

を
踏
ま
え
つ
つ
「
第
６
次
行

政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、

市
民
の
皆
様
に
も
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
引
き
続
き
行
財
政

改
革
を
推
進
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
財

政
基
盤
の
構
築
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

市
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
新
総
合
計
画
に
掲
げ

る
「
人
が
輝
き　

自
然
と
歴

史
・
文
化
が
薫
る　

や
さ
し

い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け

て
、
市
民
の
皆
様
と
手
を
携

え
、
「
元
気
で
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
赤
穂
」
を
目
指
し
、

一
歩
一
歩
着
実
に
進
ん
で

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
に
は
、
今
後

と
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と

も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
幸
せ
に
満
ち
た
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

祈
念
申
し
あ
げ
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新新

平成23年（2011）

赤穂市の主な出来事

１月 ・赤穂市新総合計画スタート
 ・成人祝賀式
 ・消防出初式
 ・豆田市長無投票で３選
 ・赤穂シティマラソン・プレ大会

２月 ・赤穂かきまつり

３月 ・ロッキングハム市公式訪問団来訪
 ・ 東日本大震災発生、義援金や救援物資、職員派遣

などの支援活動を行う
 ・第４回近畿高等学校剣道選択大会
 ・東有年浄水場完成
 ・赤穂市指定文化財に坂越鳥井町地蔵堂等を指定
 ・大型高所放水車更新

４月 ・明石副市長再任
 ・住宅用太陽光発電システム設置補助開始
 ・塩屋児童館完成
 ・兵庫県議会議員選挙投票日
 ・東有年・沖田遺跡公園開園15周年
 ・ 平成23年度東備西播定住自立圏民間イベント等

支援事業決定

５月 ・赤穂市連合婦人会解散
 ・チャレンジデー 2011

６月 ・ 赤穂市民病院産婦人科分娩制限を解除
 ・ 茨城県笠間市、岩手県一関市、宮城県気仙沼市・

石巻市へ災害復興支援金を贈る

７月 ・ 小学校４年生～中学校３年生までの通院医療費を
無料化

 ・赤穂国際音楽祭 Le・Pont2011

８月 ・戸籍事務電算化
 ・ＮＨＫ夏期巡回ラジオ体操
 ・防災総合訓練
 ・第５回赤穂義士杯青少年柔道大会

９月 ・市制施行60周年記念式典
 ・ふれあい敬老会
 ・赤穂市公式ホームページリニューアル
 ・まるごと赤穂大博覧会2011
 ・ 赤穂観光マスコットキャラクター「陣たくん」に

決定
 ・赤穂市国土利用計画（第４次）策定

10月 ・ 赤穂市指定文化財に赤穂八幡宮神幸式の頭人行列
等を指定

 ・赤穂市体育協会がスポーツ先進都市推進宣言
 ・㈱ＮＴＴドコモ災害時緊急速報エリアメール開始

11月 ・第８回赤穂でえしょん祭
 ・第23回忠臣蔵旗少年剣道大会
 ・有年考古館リニューアルオープン
 ・第１回赤穂シティマラソン大会

12月 ・義士モニュメントサイン「義士あんどん」完成
 ・第108回赤穂義士祭

赤穂市長 豆 田 正 明
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人口の動き（11月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 19,900戸 （＋ 1）

人口 50,786人 （－ 15）

男 24,530人 （＋ 2）

女 26,256人 （－ 17）

 （　）内は前月比

◎11月中の異動

出生 43人（＋ 9） 転出 75人（－ 8）

死亡 39人（＋ 5） その他増 0人（± 0）

転入 56人（－ 7）

 （　）内は前年比

交通事故発生状況

区分 11月 平成23年累計

発生件数 132（－ 7） 1,414（＋146）

　人身 20（＋ 1） 236（＋ 23）

　物損 112（－ 8） 1,178（＋123）

死者 1（＋ 1） 4（± 0）

重症 3（－ 1） 25（－ 4）

軽傷 18（＋ 2） 243（＋ 39）

 （　）内は前年比

火災・救急状況

区分 11月 平成23年累計

火災 2 （＋ 1） 20 （－ 1）

救急 146 （＋ 14） 1,640 （＋ 167）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは ☎43・6899 まで

　平成18年６月１日に住宅用火災警報器の設置が義務付けられてか

ら５年半が経過しました。早期に設置された方は、「いざ」というとき

に住宅用火災警報器がキチンと働くよう、日ごろから点検とお手入

れをしておきましょう。 問消防本部 予防課　☎４３・６８８２

住
最低、年に１回は作動点検をしましょう

宅用火災警報器を設置している人へ

※ 機種により点検方法が異なる場合がありますので、取扱説明書をよく読んで
点検しましょう。

　また、下記の場合も作動点検をしてください。

　　○住宅用火災報知器の掃除をしたとき

　　○長い間留守にしたとき

　　○故障や電池切れの疑いがあるとき

音が鳴らない？－次のことを確認してください。－

○電池はキチンとセットされていますか？

○電池切れではありませんか？

○ 再度点検を行い、それでも鳴らない場合は故障、電池切

れの可能性があります。新しいものと交換しましょう。

お手入れ

　ほこりやクモの巣がつくと煙を感知しにくくなります。１年に

１回は乾いた布でふき取りましょう。

※次のことはしないでください。

　○ベンジン、シンナーなどの有機溶剤は絶対に使用しない。

　○本体を水洗いしない。

点 検 方 法

ボ タ ン 式 の 場 合

ボタンを押して、警報音また

は「正常です」の音声が流れれ

ば異常ありません。

ひ も 式 の 場 合

ひもを引っ張って、警報音ま

たは「正常です」の音声が流れ

れば異常ありません。
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赤穂の未来を担うのは子どもたち。辰年生まれの子どもたちに
将来の夢について語ってもらいました。

　ぼくの夢は、サッカー選手になることです。

　３月11日に、東日本で大地震がありました。その災害の後、日本の国旗にメ

ッセージを書いてピッチを歩いた日本の選手がいました。また、チームがゆう

勝した時に、日本人に、トロフィーをかかげさせてくれた外国の選手もいました。

ぼくはそれをテレビで見て、「遠くはなれた場所でも日本を応えんしてくれてい

る。」とうれしくなりました。

　ぼくも、上手なだけでなく、心の温かいサッカー選手になりたいと思いました。

そして、こまっている人や元気のない人に力をあたえられるような人になりた

いです。

心の温かい

サッカー選手に

佐伯 　龍
りゅう

原小学校 

　私には、夢があります。それはパティシエールになる事です。私はおかしを

いっぱい作ってみんなに食べてもらい、食べたらハッピーになったり、笑顔で

元気になったりするおかしを作りたいです。そのためには、今からいっぱいお

かしを作って調理の仕方や道具を覚えて、日本一おいしいケーキやおかしを作

っていきたいです。

　「おいしかったから、また来たい。」と、お客さんに言ってもらえるようなお店

にしたいです。

　パティシエになったら、大事に育ててくれた家族に一番最初に食べてもらい

たいです。

世界一のパティシエ
を目ざして

寺内 真
ま や

耶
有年小学校 

　ぼくの夢は、お笑い芸人になることです。

　わけは、この世の中を明るくしたいし、テレビに出たいからです。

　ぼくの目指している芸人は、２人います。１人目は、オリエンタルラジオの

藤森しんごさんです。それは、いつも明るいし、おもしろいからです。もう一

人は、雨上がり決死隊の宮迫さんです。それは、40さい代なのに、足が速いし、

つっこみがおもしろいからです。

　だから、ぼくは、その２人のお笑い芸人を目指して、世の中の人を明るくして、

ぼくのギャグで、みんなを笑わせたいです。

ぜったい

かなうよぼくの夢

岡本 康
こうせい

聖
高雄小学校 

　ぼくの夢は、水族館で働くことです。

　そのわけは、ぼくのお父さんが漁師だから、がんばって魚の生態を調べて、

お父さんを追い越すほど、魚のことにくわしくなりたいからです。そのために

水族館で勉強をして、飼育をして、状態が悪いときは、正確に館長に伝えられ

るようにしたいです。

　魚の生態を調べるために、家で魚を育てたり、インターネットなどで魚のく

らしなどを調べたりして、お父さんに教えてあげたいです。

　でも、ぼくは育てたり、世話をしたりできるかどうか不安に思っています。

だからこれから魚の育て方をしっかり勉強していきたいです。ぼくの夢

上田 健
けん

太
た

坂越小学校 

　いつもおせわになっている大大大好きなお母さんとお父さんがしているお店

をつぐ事が夢です。

　つかれていても、いつも私たちのためにがんばって働いている、お父さんと

お母さんを見ていると、私に出来る事はこれしかないと思いました。

　私たちのために、がんばって働いてくれているお母さんたちは、私の大の宝

物です。だからお店を、お母さんとお父さんだと思って、大事にしてお客さん

がいっぱい来てくれるように、そしてお店がパンパンになるような、お店にし

たいです。絶対に夢をかなえたいです！絶対にかなえたい夢

中川 穂
ほ の か

乃加
御崎小学校 
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　もしも、空を飛べる車や水の上を走れる車があったらどうだろう。地震や津

波という危険なものから逃げることができ、多くの命を救うことができるので

はないだろうか。もし、宇宙旅行を楽しめる車があったら、みんなが安全に宇

宙に行けるだろう。

　ぼくは、車が大好きだ。マフラーから出るはい気ガスのにおい、エンジンか

ら出るブンブンという音。ぼくは、車のすべてが好きだ。

　今では考えられないくらいのすごい車、事故を絶対にしない車、みんながあ

こがれる車を造りたい。そのために学習をし、努力を続け夢をかなえたい。

安全で

楽しい車を開発する

苦瓜 将
しょうえい

英
尾崎小学校 

　ぼくには野球選手やオリンピック選手など、いくつかの夢があります。その

中でも今一番なりたいのは教師です。算数が大好きだからです。

　クラスでは班で協力して学習をしています。ぼくは、算数の授業で班の友だ

ちが分かるまで一生懸命に説明をします。すると、友だちはぼくに「ありがとう。」

と言ってくれました。ぼくはすごくうれしかったです。テストでいい成績をと

るとうれしいけれど、友だちもいい成績だとぼくはもっとうれしいです。

　ぼくは遊ぶのも大好きです。本当に先生になれたら、勉強の苦手な人が好き

になってくれるように努力したいです。
勉強を好きに
なってもらおう！

小倉 瑛
えい

貴
き

赤穂西小学校 

　私の夢は、プロゴルファーです。

　理由は、３年生のとき、お父さんとゴルフの練習に行き始めて、ゴルフの楽

しさを知ったからです。

　プロゴルファーになったら、「全米女子オープン」というゴルフの大会で優勝し

たいです。私のあこがれの女子プロゴルファーは、宮里藍さんと横峰さくらさ

んです。なぜなら、この２人は、今まで数々のゴルフの大会で、優勝してきた

からです。

　私は、辛くてもあきらめない、そんなプロになりたいと思います。夢をかな

えられるよう、がんばります。かなえたい夢

多田 知
ち

由
ゆき

塩屋小学校 

　わたしの夢。それは、考古学者になることです。はっくつされていない土地

を見つけ、今世紀まだ、だれも見たことないようないせきなどを出来るだけ、

地元の赤穂で見つけてみたいです。なろうと思ったきっかけは、テレビで、た

んばりゅうが見つかったというニュースを目にしたことです。考古学者になれ

ば、こんないい発見があり、たくさんの人に笑顔があふれるんだ！と思い、夢は、

考古学者になったのです。そのためには、どうすればよいか。考古学者はいろ

んな事を知らないと、と思い、今から、こつこつ地道にいこうと思っています。

夢に向かってがんばろう！考古学者になりたい！

中村 朱
あか

里
り

城西小学校 

　わたしの夢はオーケストラの演奏者になることです。

　そう思ったわけは、わたしのお父さんがとても音楽好きで、時間があればお

父さんの店の美術館にこもって音楽を聴いていて、いいなと思ったからです。

わたしも音楽を聴いていると、いつの間にか感動や勇気がわいてきます。

　だから私は、東日本大震災でひ災した人々を音楽でなぐさめることもできる、

オーケストラに入りたいです。

　そのために今、金管バンドクラブに入って練習をしています。楽器は、トロ

ンボーンです。ちょっと難しいところもあるけれど、夢をかなえるためにがん

ばります。夢のオーケストラ

塚本 晏
あん

奈
な

赤穂小学校 

2012 ぼくの夢 私のゆめ
次代を担う子どもたちが想い描く
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社会を先導
するような人間に

山本 遼
りょうへい

平
赤穂西中学校出身

　「はやく大人になりたい。」僕は小学生の頃からずっと

そう思ってきました。しかし、二十歳になり、大人の仲

間入りした今思うことは「二十歳になった自分は何をす

べきなのか。」です。二十歳になるということは、社会の

一員になるということです。では、そこで自分は何をす

るのか、何ができるのか。僕は「社会の一員として、見

本となるような人間になる。」だと思います。これまで僕

たちは、様々な方に支えられてきました。両親、先生、

近所の方々。皆、僕たちをいつも正しい方向へ導き、社

会の一員としての見本となってくれました。二十歳にな

った今、これからは僕が見本となり、社会の先頭に立ち、

今まで僕を導いてきてくれた方たちのように、社会を先

導するような人間になりたいです。

お世話になった方々に
恩返しできる大人に

松本 彩
あや

郁
か

赤穂西中学校出身

　二十歳になり、大人になったという実感は、まだあり

ませんが、自身に責任が問われる年齢になりました。現

在、一人暮らしをしながら、看護学校に通い、親元を離

れてみて、改めて親のありがたさ、お金の大切さを実感

しています。

　私が過ごしてきた20年間を振り返ると、楽しく、い

つも笑顔だった気がします。なぜなら、家族・地域の方 ・々

友人と多くの人に支えられたからだと思います。

　今は、まだ学生ですが、私の目標であるどんな時も人

を思いやり、苦痛を理解できる看護師になり、家族・地

域の方々・友人など、今までお世話になった方々に少し

でも、恩返しできるような大人になれるように努力して

いきたいと思います。

大きな自分を探す
終わりなき旅に

杉本 恭
きょうへい

平
赤穂中学校出身

　今年成人式を迎えて僕たちは世間の人から“大人”といわ

れる立場になります。大人というのは今までの道のりから

は想像出来ないような困難や高い壁が待ち受けているかも

しれません。その試練を乗り越えていくためにも自覚や責

任を持つことが必要となってきます。自覚や責任を持った

行動は二十歳になったからといって簡単に実行できるとは

言い切れませんが、この年を境に実行していきたいです。

それと二十歳までの自分を支えてくれた親や、友達への感

謝の気持ちを忘れないようにしていきたいと思います。こ

れまで支えてくれた人へ素直に感謝の言葉を伝えられなか

ったけど、この日を機会に素直に伝えていきたいと思いま

す。これからは“大人”という文字の通り大きな自分をさが

すそれぞれの終わりなき旅へ歩んでいきましょう。

成人おめでとう

二十歳の抱負
成人式実行委員会の皆さんに

を語っていただきました

平成24年成人祝賀式
１月８日㈰ 午前11時～（受付午前10時30分）

文化会館 大ホール

 問教育委員会 生涯学習課　☎４３・６８５８

 No.7 1   01 年 1 月



あせらず、あきらめず、
ある程度自信をもって

池田 鷹
たかひろ

洋
有年中学校出身

　｢ 二十歳になりましたので、もう大人です ｣ というのは、
甚だ勘違いもいいところだと思います。堂々と煙草を吸っ
たり、お酒を飲んだりできるのが大人だというのは少し違
う気がします。大人というのは、自分の地位・責務や欠点
がどんなものであるかをよく認識していて、ほかの援助・
保護を受けないで生活できる人間のことを言うと思います。
ですから、大人になるということは、何事にも相当頑張らな
ければいけないということだと思います。自分の事しか考
えないで、今まで通り生活していたとしても、大人になっ
たとは言えません。大人になることは、本当に大変なこと
だと私は思います。社会に出ると、二十歳を迎えた私たちは、
あらゆる”大変さ”を背負っていかなければなりません。私自
身はというと、その準備ができているわけでもなく、もう
大人かと言われればまだまだ子どもです。大人にいち早く
なるために、何事にもあせらず、あきらめず、ある程度自
信を持って、人の役に立てることから始めたいと思います。

「ありがとう」という
当たり前の言葉を大切に

髙橋 典
のり

子
こ

有年中学校出身

　私たちがいう”大人”とはなんでしょうか。辞書で調べ

てみました。「成長して一人前になった人」と書かれてい

ました。たばこ、飲酒、選挙権などは自然と身につきま

すが、一人前になろうと思っても自然には身につきませ

ん。なにが本当の一人前なのかは分からないけど、自分

自身がなりたい人を見つけ目標とし、これから過ごして

いきたいです。そして最終的に自分も目標とされる人に

なりたいです。

　また、”ＡＢＣ”といってＡ＝当たり前のことをＢ = バ

カになってＣ = ちゃんとする！という言葉を前に教わり

ました。そういう面で「ありがとう」という当たり前の言

葉を大切にし、またそれを素直に伝えられる人へとなっ

ていきたいです。

自分自身の人生を
精一杯

篠原 悠
ゆう

起
き

赤穂東中学校出身

　二十歳。人生の節目となる年齢に達した僕の心に芽生え

たのは、自立や責任感といった新成人に相応しいものでは

なく、誰もが持つべき「感謝」という二文字の感情でした。

　これまで幾度と無く栄光と挫折を経験し、その度に自分

を支えてくれる人のありがたさを感じました。もちろん時

には対立し、お互いを分かり合えずに、良い関係を築くこ

とが出来ないこともありましたが、それらも含めて自分を

成長させてくれた人と全ての出逢いに感謝しています。

　そうして辿り着いた今の自分は、何度も思い描いてきた

理想の自分であるとは決して言えませんが、これからも人

とのつながりを何よりも大切にして、誰のものでもない自

分自身の人生を精一杯生きていこうと思います。

感謝の気持ちを忘れず
自分の目標に向かって

横山 奈
な ほ

歩
赤穂東中学校出身

　私たちは今年、二十歳という人生の大きな節目を迎えまし

た。二十歳になると正式に大人として認められ、選挙権を得

たり、お酒が飲めるようになったりといった自由が増える一

方で、何を行うにしても自分の「責任」が求められます。

　私は二十歳の誕生日を迎えもう半年が経ちますが正直なと

ころ、大人になったという実感はありません。親には頼りき

りで、恥ずかしながら未だに怒られることもよくあります。

今すぐ大人になるということは難しいと思いますが、少しず

つでも自分が出来ることを増やしたり、大人としての自覚を

持って行動したりして、一歩一歩、自分の理想とする大人に

近づくことが大切ではないかと思います。

　そしてこれからは、今まで支えてきてくれた親や友人への

感謝を忘れず、自分の目標に向かって頑張っていきたいです。
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健康ページ

予防接種の

受け忘れはありませんか

　次の予防接種の対象年齢に該当する人は、接種を忘

れないようにしましょう！　対象年齢を過ぎると、接

種することが出来なくなります。

○麻しん風しん予防接種

対象者：

　第１期：１歳児

　第２期：平成24年度に小学校へ入学する予定の幼児

　第３期：中学１年生

　第４期：高校３年生に相当する年齢の人

○ジフテリア２期予防接種

対象者：小学６年生

○子宮頸がん予防ワクチン接種

対象者：中学１年生～高校２年生に相当する女子

※ 高校２年生に相当する女子は、平成23年９月末ま

でにワクチン接種を開始している人に限ります。

65歳以上のインフルエンザ予防接種について

　接種期間は１月31日まで。早めに済ませましょう。

保健センター　☎４３・９８５５

知って防ごう！

インフルエンザ

　インフルエンザは、我が国最大の感染症です。予防

接種に加えて、日頃から抵抗力を高めて一人ひとりが

感染しないこと、また、もしも感染してしまったら、

ほかの人にうつさないことが重要です。

この症状はかぜ？インフルエンザ？
　一般的なかぜの症状の多くは、鼻水、くしゃみ、咳、

微熱といったものが中心で、ゆっくりと進行します。

これに対し、インフルエンザでは、突然の高熱、頭痛、

関節痛、筋肉痛などの全身の症状が強く、併せてかぜ

の症状も現れます。

　インフルエンザは、子どもがかかると脳炎・脳症を、

成人がかかると肺炎などの合併症を起こすこともあ

り、重症化すると死に至ることも。「ただのかぜ」と侮

らず、症状を見極めて対応することが大切です。イン

フルエンザらしい症状があれば、医療機関で受診して

ください。

咳エチケットでうつさない！ひろめない！
・ 咳やくしゃみをするときはティッシュペーパーなど

で口と鼻を押さえ、ほかの人から顔を背けて２ｍ以

上離れる。押さえるものがないときは、周囲に触れ

にくい前腕部で押さえる。

・ 鼻汁や痰はティッシュペーパーに出し、すぐに蓋つ

きのゴミ箱へ。

・ マスクを正しく着用する。できれば透過性の低いマ

スクを。

抵抗力をアップする生活習慣
　食事　 栄養バランスをよくして体力を落とさない

　ストレス　オンとオフを上手に切り替えてメリハリを

　睡眠　疲れはその日のうちにとる

　服装　体を冷やさず、上手に体温調節を

　運動　適度な運動で抵抗力をアップ

　環境　室温は20℃、湿度は50 ～ 60％に

　禁煙　禁煙で呼吸器粘膜を正常に保つ

予防接種は効果の高い予防法です
　特に子どもや高齢者は、積極的に予防接種を受けま

しょう。また、これらの人にうつさないために、家族

みんなで受けておくと安心です。

　個人でできる対策を確実に行い、インフルエンザの

流行に備えましょう。

毎月19日は食育の日
～家族そろって食事を楽しみましょう～

年に１回は
受診を 特定健康診査
今年度40～ 74歳の赤穂市国保被保険者の皆様へ

　赤穂市国民健康保険の被保険者で、今年５・６月に

各地区公民館等で実施した特定健康診査を受けていな

い人は、医療機関で受診できます。受診を希望する人

は、事前に受診券を発行しますので、保健センター（☎

４３・９８５５）までご連絡ください。

※ メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の予

防・改善を行うため年に１回は特定健康診査を受診

しましょう。

対 象者：今年度40 ～ 74歳になる赤穂市国民健康保険

被保険者

予 防接種・特定健康診査実施医療機関等については、

保健センターへお問い合わせください。
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すくすく育て  わが家のホープ！

光
みつもと

元　詣
け い と

登ちゃん

平成21年４月17日生まれ

「強く優しい子に育ってね」

☆父・和哉さん　母・裕子さんより

さつき町

光
みつもと

元　庵
い お り

莉ちゃん

平成23年２月22日生まれ

「弘ちゃんキミ、
きゃわゆいネェ～」

☆父・光亮さん　母・由紀子さんより

塩　屋

長
ながむね

棟　弘
こうすけ

祐ちゃん

平成22年９月20日生まれ

ご意見を募集します

①赤穂市スポーツ推進計画（案）

②赤穂市子ども読書活動推進計画（案）
　市教育委員会では今年度、標記計画の策定に取り組ん

でいます。各計画に市民の皆さまのご意見を反映させる

ため、計画案を公表し意見募集（パブリックコメント）を

行います。

計 画（案）の公表　 ▽ 市 HP に掲載 ▽ 教育委員会担当課

で供覧 ▽市内各公民館（９ヵ所）で供覧

募集期間　１月16日（月）～２月15日（水）

提 出方法　計画（案）に対するご意見に住所、氏名、電話

番号を記入のうえ、担当課まで持参（①土日、祝日を

除く、②月曜日を除く）、郵送、FAX、メールのいず

れかの方法で提出してください（書式自由）。２月15

日必着。

※ いただいたご意見への回答はしませんが、ご意見は整

理し、これに対する市の考え方を公表するほか、計画

策定の参考とさせていただきます。

担当課・提出先　

① 〒678-0292 赤穂市教育委員会 スポーツ振興課

　　　　　　　（住所不要）

 　☎４３・６８６９　FAX ４３・６８９５

　 E メール：kyosyogai@city.ako.lg.jp

② 〒678-0232 赤穂市中広907

　　　　　　　赤穂市教育委員会 図書館

 ☎４３・０２７５　FAX ４３・６２９１

 　E メール：info@ako-city-lib.com

パブリックコメント

14日（土）　少女バレー会長杯大会（スポーツ振興課）
22日（日）～ ３月18日（日）　赤穂 SS カップサッカー

大会（スポーツ振興課）
29日（日）　郷土の生んだ芸術家たちコンサート

～東京藝術大生と卒業生が奏でるピアノ
と弦楽の音色～（文化会館）

60周年記念協賛事業
（１・２月） ときめき赤穂　市制60周年

1 月

５日（日）　赤穂かきまつり
（観光商工課、農林水産課）

18日（土） 男女共同参画フォーラム（市民対話室）
24日（金）～ 26日（日）
 赤穂美術家連合会第４回展（協賛）
26日（日） 第36回赤穂市児童合唱団定期演奏会
 （市民会館）

2月

平成24年

経済センサス－活動調査が
実施されます

２月１日を基準日として、経済センサス－活動調

査が実施されます。全国全ての事業所が対象とな

りますので、調査へのご協力をお願いいたします。

問総務課　☎４３・６８５０
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鼓に合わせて四十七士が大手門から出発。2赤

市などが開かれました。3忠臣蔵名場面を車上

人形のように動かずポーズをとり続けるのは大変。

4赤穂藩主の参勤交代の姿を再現した大名行列。ぴた

りと合った２つの肩箱が見事。527代目となる赤穂

義士娘。パレードに華を添えました。6大石内蔵助ら

による楽しいパフォーマンスも行われた義士伝行

列。7沿道に素敵な笑顔を振りまいた、大石りく。

8小さな義士にはひときわ大きな拍手が贈られまし

た。9今年も赤穂高等学校の生徒45名が参加した、

赤穂おどり。10パレード終了後、大空に向けて放った

風船を晴れやかな表情で見上げる四十七士。義士祭で

の殺陣でおなじみの木下通博さんには12月11日の東

北支援物産市ステージで11、浜村淳さんには義士祭本

部ステージにて12豆田市長から赤穂観光大使の委嘱

状が手渡されました。
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1

2

東日本大震災から9ヵ月目と

なる12月11日、東北や日本

を元気にするための催し「東

北支援物産市」と「この時

期！渡る世間は義士ばかり」

が開催。物産市は一関市や米

沢市などの特産品を揃えま

した。ステージでは全国から

ゆるキャラが集まり陣たく

んお誕生会も実施1「義士ば

かり」は震災以降減少してい

る海外からの観光客を招致

するイベント。外国人が四十

七士に、そして溝畑観光庁長

官が大石内蔵助に扮し、花岳

寺を参拝するなど赤穂の魅

力を堪能。最後に勝どき2で

締めくくりました。

東北支援物産市と渡る世間は義士ばかり東北支援物産市と渡る世間は義士ばかり

ゆるキャラと外国人パワーで復興支援ゆるキャラと外国人パワーで復興支援

1義士祭のクライマックスを飾った義士行列。大石内蔵助の陣太鼓

穂城跡武家屋敷公園では忠臣蔵ゆかりの地や近隣市町による物産市

で再現する山車。人形のように動かずポーズをとり続けるのは大変。

義士追慕の前夜祭では播州赤穂義提團による

竹あかりのおもてなしや、にら雑炊の振る舞

いが花岳寺門前広場1で、赤穂城本丸では赤

穂青年会議所による幻の天守閣が築城2され

るなど、さまざまな催しが行われました。

にら雑炊の振る舞いや幻の天守閣などにら雑炊の振る舞いや幻の天守閣など

義士追慕の前夜祭義士追慕の前夜祭

師走の赤穂の風物詩、赤穂義士祭。108回目となる赤穂市最大の祭が12月14日、

晴天にも恵まれ盛大に開催されました。祭りの呼び物は忠臣蔵パレード。小学生

による金管バンドパレードを皮切りに、第27代義士娘の初お披露目となる義士

娘人力道中や大名行列などが登場。また今年は忠臣蔵の名場面の山車をリニュ

ーアル、例年の５場面に加え「一力茶屋の場」「りくとの別れの場」を追加しまし

た。パレードの合間には、都若丸さんや東映剣会の皆さんが迫力満点の殺陣を

披露。そして無事本懐を遂げ意気揚々と泉岳寺へと向う四十七士に扮した義士

行列が登場し、パレードの最後を締めくくりました。訪れた約７万２千人の観

衆は繰り広げられる元禄絵巻に酔いしれました。

第108回赤穂義士祭第108回赤穂義士祭

繰り広げられた元禄絵巻

陣太鼓 高らかに、晴れやかに。

観光情報物産館では、版画家

佐野正幸さんの版画展など

も開催

フォトニュース
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し
、
小
児
慢

性
肝
炎
に
つ
い
て
は
、
６
ヵ
月

を
限
度
と
し
た
入
院
療
養
を
含

む
）

◦ 

助
成
の
範
囲　

対
象
疾
病
に
か

か
る
医
療
費
の
自
己
負
担
分

◦ 

助
成
の
期
間　

申
請
し
た
月
の

翌
月
の
初
日
か
ら
、
６
月
30
日

ま
で
。
引
き
続
き
助
成
を
受
け

る
場
合
は
毎
年
更
新
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◦ 

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

健
康

保
険
証
・
医
師
の
診
断
書
・
振

込
先
口
座
番
号
を
確
認
で
き
る

も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
）・

印
鑑

◦ 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課 

国
保
医
療
係

 

☎

43
・

６

８

１

３

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
等
の
老

齢
（
退
職
）
年
金
は
、
所
得
税
法

上
「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得
税
の
課

税
対
象
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
老
齢
（
退
職
）
年
金
の
額
が
、

１
０
８
万
円
以
上
（
65
歳
以
上
の

人
は
１
５
８
万
円
以
上
）
の
人
に

つ
い
て
は
、
所
得
税
を
源
泉
徴
収

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
は
、
老
齢
（
退
職
）

の
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
、
昨

年
中
に
支
払
っ
た
年
金
の
総
額

や
、
年
金
か
ら
差
し
引
い
た
所
得

税
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

公
的
年
金
等
の
支
払
者
（
厚
生

労
働
省
・
各
共
済
組
合
）
は
、
所

得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
た
か
ど
う

か
に
か
か
わ
ら
ず
、
老
齢
（
退
職
）

年
金
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を

送
付
し
ま
す
。

　

税
金
の
確
定
申
告
や
還
付
請
求

を
す
る
と
き
に
は
こ
の
源
泉
徴
収

票
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

送
付
対
象
者　

平
成
23
年
２

月
～
平
成
24
年
１
月
中
に
老
齢

（
退
職
）
年
金
を
受
給
し
た
人
。

※ 

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
所

得
税
の
課
税
対
象
で
は
な
い
た

め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

◦ 

送
付
時
期　

１
月
中

問 

国
民
年
金･

厚
生
年
金

　
　

姫
路
年
金
事
務
所

 

☎

０

７

９
・
２

２

４
・
６

３

８

５

　
　

年
金
ダ
イ
ヤ
ル

 

☎

０

５

７

０
・
０

５
・
１

１

６

５

問 

共
済
年
金

　
　

各
共
済
組
合
ま
で

　

平
成
24
年
4
月
～
平
成
25
年
３

月
の
保
険
料
を
口
座
振
替
に
よ
り

一
括
前
納
を
希
望
す
る
人
は
、
２

月
中
に
各
金
融
機
関
へ
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

お
得
な
割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
用
紙
は
、

市
役
所
市
民
課
年
金
担
当
へ
）

※ 

現
在
口
座
振
替
１
年
前
納
に
し

て
い
る
人
は
、
更
新
の
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

市
民
課 

年
金
担
当

 

☎

43
・

６

８

２

０

◦ 

職
種　
　

調
理
員
兼
用
務
員

１
名 

　

職
務
内
容
＝
保
育
所

で
の
調
理
及
び
用
務 

　

受
験

資
格
＝
昭
和
46
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人 

　

採
用
予

定
＝
４
月
１
日 

◦ 

試
験　
　

日
時
＝
１
月
28
日

（
土
）
午
前
９
時
～ 

　

会
場
＝

市
役
所
２
階 

　

試
験
内
容
＝

教
養
試
験
、
適
性
検
査
、
面
接
、

調
理
実
技 

◦ 

申
込　

人
事
課
で
交
付
す
る
受

験
申
込
書
等
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
人
事
課
ま
で
直

接
持
参
。　

期
間
＝
１
月
10
日

（
火
）
～
20
日
（
金
）
土
日
を
除

く
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15 

分

問 

人
事
課 

☎

43
・

６

８

６

３

①
正
規
職
員 

◦ 

職
種　
　

看
護
師
・
助
産
師
（
若

干
名
） 　

受
験
資
格
＝
看
護
師

ま
た
は
助
産
師
の
資
格
を
有
す

る
人
、若
し
く
は
資
格
取
得
見
込

の
人 　

採
用
予
定
＝
４
月
１
日

②
臨
時
職
員

◦ 

職
種　
　

臨
時
看
護
助
手
（
若

干
名
） 　

受
験
資
格
＝
不
問   

　

採
用
予
定
＝
２
月
16
日

◦ 

試
験　
　

日
時
＝
１
月
21
日

（
土
）
①
正
規
職
員
＝
午
前
９

時
～ 

②
臨
時
職
員
＝
午
前
11

時
～ 
　

会
場
＝
市
民
病
院
３

階
院
内
学
級 

　

試
験
内
容 

①

正
規
職
員
＝
筆
記
試
験
（
小
論

文
）
及
び
面
接 

②
臨
時
職
員
＝

面
接 

◦ 

申
込　

履
歴
書
（
①
は
当
院
指

定
、
②
は
市
販
の
履
歴
書
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
市

民
病
院
総
務
課
ま
で
持
参
ま
た

は
郵
送 

　

期
間
＝
１
月
４
日

（
水
）
～
18
日
（
水
）
土
日
・
祝

日
を
除
く
、
午
前
８
時
20
分
～

午
後
５
時

問 

市
民
病
院 

総
務
課

 

☎

43
・

６

４

１

４

◦ 

委
託
期
間　

２
月
～
（
た
だ

し
、
委
託
契
約
の
更
新
は
60
歳

ま
で
）

◦ 

予
定
人
員　

１
名 

◦ 

応
募
資
格　

市
内
に
住
所
が
あ

り
、
自
己
の
単
車
で
検
針
で
き

る
人 

◦ 

委
託
料
（
見
込
）　

月
額
６
万
円

程
度
（
件
数
に
よ
り
増
減
あ
り
）

た
だ
し
、
最
初
の
２
ヵ
月
間
は

半
額 

◦ 

試
験　
　

日
時
＝
１
月
27
日

（
金
）
午
前
10
時
～ 

　

会
場
＝

上
下
水
道
部
２
階
会
議
室 

　

試
験
内
容
＝
面
接
試
験
、
作
文

提
出

◦ 

申
込　

応
募
申
込
書
兼
履
歴
書

ご
存
知
で
す
か

小
児
特
定
疾
患
医
療
費
の
助
成

ご
存
知
で
す
か

小
児
特
定
疾
患
医
療
費
の
助
成

確
定
申
告
等
に
必
要
な

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

が
交
付
さ
れ
ま
す

確
定
申
告
等
に
必
要
な

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

が
交
付
さ
れ
ま
す

▽▽▽▽▽▽
24
年
度
か
ら
国
民
年
金
保
険

料
を
口
座
振
替
で
１
年
前
納

し
た
い
人
へ

24
年
度
か
ら
国
民
年
金
保
険

料
を
口
座
振
替
で
１
年
前
納

し
た
い
人
へ

市
職
員

市
職
員

募集募集

▽▽
▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

赤
穂
市
民
病
院
職
員

赤
穂
市
民
病
院
職
員

募集募集

▽▽▽▽
▽▽

▽▽▽▽

▽▽

▽▽
▽▽

▽▽

▽▽

水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
事
務
受
託
者

水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
事
務
受
託
者

募集募集

▽▽

▽▽

▽▽

国
保
医
療
だ
よ
り

国
民
年
金
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（
必
要
事
項
を
記
入
。
用
紙
は

上
下
水
道
部
で
配
布
）
及
び
応

募
の
動
機
を
書
い
た
作
文
を
、

上
下
水
道
部
総
務
課
ま
で
直
接

持
参
。　

期
間
＝
１
月
４
日

（
水
）
～
20
日
（
金
）
土
日
・
祝

日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※ 

業
務
委
託
内
容
等
を
記
載
し
た

書
類
を
準
備
し
て
い
ま
す
の

で
、
応
募
前
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

上
下
水
道
部 

総
務
課

 

☎

43
・

６

８

８

８

　

県
立
赤
穂
高
等
学
校
定
時
制
課

程
（
普
通
科
）
で
は
、
平
成
24
年
度

の
入
学
志
願
者
を
募
集
し
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
成
人
を
対
象
と
す
る

成
人
特
例
入
試
は
次
の
要
領
で
行

い
ま
す
。

◦ 

募
集
学
科　

普
通
科

◦ 

出
願
資
格　

平
成
23
年
4
月
1

日
現
在
満
20
歳
以
上
の
人

◦ 

出
願　
　

２
月
21
日
（
火
）
～
23

日
（
木
）
午
後
２
時
～
７
時 

　

赤
穂
高
等
学
校
で
受
付
。

◦ 

選
抜
期
日　

３
月
12
日
（
月
）

◦ 

選
抜
方
法　

作
文
及
び
面
接

◦ 

そ
の
他　

出
願
書
類
な
ど
詳
し

く
は
、
赤
穂
高
等
学
校
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問 

赤
穂
高
等
学
校 

定
時
制
課
程

 

☎

43
・

２

１

５

１

◦ 

作
品　

川
柳
（
五
・
七
・
五
で
季

語
に
は
こ
だ
わ
り
ま
せ
ん
）

◦ 

テ
ー
マ　

｢

身
近
な
怒
り｣

◦ 

応
募
締
切　

１
月
31
日
（
火
）

◦ 

投
句
方
法　

実
行
委
員
会
の
指

定
す
る
「
怒
り
の
絵
馬
」
を
購
入

し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
指
定

絵
馬
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

購
入
で
き
ま
す
。

◦ 

発
表　

３
月
14
日
（
水
）
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
入
賞
者
に
は
直
接
郵
便

で
ご
連
絡
し
ま
す
。

問 

身
近
な
「
怒
り
」
の
川
柳
コ
ン

ク
ー
ル
実
行
委
員
会

 

☎

43
・

２

７

２

７

　

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
先

進
技
術
の
中
に
は
、
市
内
の
工
場

で
生
産
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
優
れ
た
技
術
を
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
ま
す
。

◦ 

日
時　

２
月
11
日
（
土
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
～

◦ 

場
所　

市
民
会
館

◦ 

入
場
料　

無
料

◦ 

内
容　

「
薄
膜
技
術
で
未
来
を

開
く
！　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
お

馴
染
み
の
薄
膜
技
術
を
分
か
り

や
す
く
解
説
」

◦ 

講
師　

ジ
オ
マ
テ
ッ
ク
㈱
管
理

部
経
営
企
画
室　

エ
キ
ス
パ
ー

ト　

櫻
田
政
彦
氏

問 

観
光
商
工
課 

☎

43
・

６

８

３

８

　

東
日
本
大
震
災
は
親
子
関
係
や

地
域
の
人
々
と
の
絆
を
改
め
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

「
連
携
・
つ
な
が
り
」
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

日
程
（
全
３
回
）　

①
２
月
４
日

（
土
）
「
高
齢
者
を
見
守
る
支
え

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
へ
の
取

り
組
み
」
講
師
＝
関
西
福
祉
大

学
看
護
学
部
講
師 

高
見
千
恵

氏 

②
２
月
18
日
（
土
）
「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
～
被
災
地

復
興
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
～
」
講
師
＝
関
西
福
祉

大
学
社
会
福
祉
学
部
助
教 

菅

由
希
子
氏 

③
２
月
25
日
（
土
）

「
良
い
家
族
？
～
家
族
の
多
様

化
に
応
え
る
地
域
～
」
講
師
＝

関
西
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
部 

講
師 

米
倉
裕
希
子
氏

◦ 

時
間
＝
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

11
時
30
分

◦ 

場
所　

市
民
会
館

◦ 

対
象　

市
内
居
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
30
名
（
先
着
順
）

◦ 

申

込　

１

月
11
日
（
水
）
午

前
９
時
か
ら
受
付
。
受
講
料

５
０
０
円
を
添
え
て
中
央
公
民

館
・
各
地
区
公
民
館
ま
で
。

問 

中
央
公
民
館 

☎

43
・

７

４

５

０

　

古
来
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
民

俗
芸
能
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー

ジ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

日
時　

２
月
19
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～

◦ 

会
場　

文
化
会
館 

大
ホ
ー
ル

◦ 

出
演　
　

県
伝
承
民
俗
芸
能
文 

化
協
会
（
５
団
体
）　

赤
穂
濱

鋤
き
唄
保
存
会 

　

坂
越
盆
お

ど
り
保
存
会 

　

赤
穂
塩
濱
音

頭
保
存
会 

　

塩
屋
た
て
く
わ

踊
り
保
存
会 

　

赤
穂
宝
専
寺

恵
比
寿
大
黒
舞
保
存
会 

　

鳥

撫
荒
神
社
天
和
獅
子
舞
保
存
会

◦ 

入
場
料　

無
料　
　

要
整
理
券

（
配
布
場
所
＝
文
化
会
館
、
市

民
会
館
、
各
地
区
公
民
館
）

問 

中
央
公
民
館 

☎

43
・

７

４

５

０

◦ 

日
時　

２
月
５
日
（
日
）
午
前

９
時
～
午
後
３
時

◦ 

場
所　

赤
穂
海
浜
公
園

◦ 

内
容　
　

焼
き
が
き
、
か
き
み

そ
汁
な
ど
の
振
る
舞
い 

　

か

き
即
売
会 

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
な
ど

問 
観
光
商
工
課 

☎

43
・

６

８

３

９

▽▽

赤
穂
高
等
学
校
定
時
制

成
人
特
例
入
学
者
選
抜
志
願
者

赤
穂
高
等
学
校
定
時
制

成
人
特
例
入
学
者
選
抜
志
願
者

募集募集

▽▽

▽▽

身
近
な｢

怒
り｣

の

川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
１

身
近
な｢

怒
り｣

の

川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
１

募集募集

も
の
づ
く
り
講
演
会

も
の
づ
く
り
講
演
会

講演会講演会

市
民
福
祉
大
学
講
座

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

市
民
福
祉
大
学
講
座

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

講座講座

ふ
れ
あ
い
の
祭
典
ひ
ょ
う
ご

民
俗
芸
能
祭
Ｉ
Ｎ
あ
こ
う

ふ
れ
あ
い
の
祭
典
ひ
ょ
う
ご

民
俗
芸
能
祭
Ｉ
Ｎ
あ
こ
う

催し催し

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

赤
穂
か
き
ま
つ
り

赤
穂
か
き
ま
つ
り

催し催し

▽▽

▽▽

▽▽
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◦ 
日
時　

２
月
18
日
（
土
）
午
後

１
時
～
３
時

◦ 

場
所　

市
民
病
院
別
館
２
階

◦ 

テ
ー
マ　
　

「
皆
で
楽
し
く
体

操
し
よ
う
！
」
理
学
療
法
士 

宮

本
峰
幸 　

介
護
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
「
体
位
変
換
」

問 

市
民
病
院 

看
護
部

 

☎

43
・

３

２

２

２

　

本
年
の
申
告
会
場
は
赤
穂
市
民

会
館
で
す
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限

り
が
あ
る
た
め
、
大
変
な
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

「
確
定
申
告
・
決
算
説
明
会
」

◦ 

日
時　

１
月
27
日
（
金
）

　

 

給
与
・
年
金
所
得
の
あ
る
人
＝

午
前
10
時
～
正
午

　

 

事
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る

人
＝
午
後
１
時
～
３
時

　

 

土
地
、
建
物
等
を
売
却
し
た
と

き
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
人
＝
午

後
３
時
～
４
時

◦ 

場
所　

市
民
会
館 

大
会
議
室

「
所
得
税
の
還
付
申
告
受
付
」

　

給
与
所
得
の
還
付
申
告
受
付

◦ 

月
日　

２
月
２
日
（
木
）・
３
日

（
金
）

◦ 

対
象
者

① 

給
与
所
得
の
あ
る
人
で
、
医
療

費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
を
受
け
ら
れ
る
人

② 

年
の
中
途
退
職
の
た
め
に
年
末

調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人

　

公
的
年
金
等
の
還
付
申
告
受
付

◦ 

月
日　

２
月
８
日
（
水
）・
９
日

（
木
）・
10
日
（
金
）

◦ 

対
象
者　

公
的
年
金
所
得
の
あ

る
人

◦ 

還
付
申
告
受
付
の
時
間
・
場
所

等
（
年
金
・
給
与
と
も
同
じ
）

　
 

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時

　

 

場
所
＝
市
民
会
館
大
会
議
室

◦ 

必
要
書
類

① 

給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票

② 

控
除
の
種
類
に
応
じ
た
領
収
書

や
証
明
書
。（
注
）
国
民
年
金
等

の
支
払
を
証
す
る
書
類
が
必
要

で
す
。（
医
療
費
の
領
収
書
は

医
療
を
受
け
た
人
、
病
院
毎
に

別
々
に
集
計
し
、
保
険
金
な
ど

で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
わ
か

る
書
類
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
）

③ 

印
鑑
及
び
還
付
金
の
受
取
口
座

を
確
認
で
き
る
も
の

問 

相
生
税
務
署
（
代
表
）

 

☎

23
・

０

２

３

１

　

学
生
（
２
年
生
）
た
ち
が
地
域
に

足
を
運
び
、
教
育
・
福
祉
・
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
歴
史
な
ど
様
々

な
側
面
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
や

実
践
活
動
を
展
開
し
て
き
た
結
果

を
発
表
し
ま
す
。

◦ 

日
時　

１
月
21
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
12
時
50
分

◦ 

場
所　

関
西
福
祉
大
学

問 

関
西
福
祉
大
学

 

☎

46
・

２

５

２

５

　

農
作
業
風
景
な
ど
「
農
」
が
創
出

す
る
豊
か
な
自
然
、
美
し
い
景
観

が
題
材
の
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
児

童
作
品
展
を
開
催
ま
す
。

◦ 

日
時　

２
月
４
日
（
土
）
～
９
日

（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
９
時

※
た
だ
し
、
６
日
は
休
館

◦ 

場
所　

市
民
会
館
ロ
ビ
ー

問 

赤
相
農
業
共
済
事
務
組
合

 

☎

45
・

１

１

０

１

　

も
の
を
創
る
喜
び
や
社
会
に
向

け
て
発
信
す
る
喜
び
を
表
現
し
、

地
域
と
の
交
流
を
図
り
、
特
別
支

援
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

◦ 

期
間　

１
月
20
日
（
金
）
～
22
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
22
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
。

◦ 

会
場　

市
民
会
館
１
階

◦ 

展
示
内
容　

①
児
童
・
生
徒
の

作
品 

②
学
校
紹
介
（
パ
ネ
ル
展

示
・
Ｖ
Ｔ
Ｒ
放
映
） 

③
作
業
学

習
作
品
販
売
（
22
日
の
販
売
は

正
午
ま
で
）

問 

赤
穂
特
別
支
援
学
校

 

☎

43
・

９

２

６

６

◦ 

日
時　

２
月
10
日
（
金
）
～
12
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
最
終
日
は
３
時
ま
で
。

◦ 

場
所　

兵
庫
県
立
先
端
科
学
技

術
支
援
セ
ン
タ
ー
展
示
室

問 

同
セ
ン
タ
ー 

☎

58
・

１

１

０

０

ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日

◦ 

日
時　

１
月
28
日
（
土
）
午
後

１
時
～
４
時

◦ 

場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
「
お
り
ひ
め
文
化
ホ
ー
ル
」

◦ 

内
容　
　

自
主
防
災
組
織
活

動
事
例
発
表
会
（
佐
用
町
内
団

体
） 　

防
災
講
演
会
「
協
働
社

会
に
お
け
る
減
災
へ
の
取
組 

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
に
つ

い
て
」
講
師
＝
関
西
学
院
大
学

総
合
政
策
学
部
教
授 

室
崎
益

輝
氏 

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済

制
度
に
つ
い
て
等

◦ 
参
加　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き

赤
穂
市
民
病
院

介
護
教
室

赤
穂
市
民
病
院

介
護
教
室

健康健康

▽▽
▽▽

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

還付

申告等

還付

申告等

▽▽▽▽▽▽

▽▽▽▽

関
西
福
祉
大
学
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ア
ワ
ー
報
告
会

関
西
福
祉
大
学
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ア
ワ
ー
報
告
会

報告会報告会

第
11
回
「
農
」
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

第
11
回
「
農
」
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

作品展作品展

赤
穂
特
別
支
援
学
校

作
品
展

赤
穂
特
別
支
援
学
校

作
品
展

作品展作品展

西
播
磨
地
区
特
別
支
援

学
校
合
同
作
品
展

西
播
磨
地
区
特
別
支
援

学
校
合
同
作
品
展

作品展作品展

西
播
磨
県
民
局
だ
よ
り

１
・
17
は
忘
れ
な
い

西
播
磨
県
民
局
だ
よ
り

１
・
17
は
忘
れ
な
い

催し催し

▽▽

▽▽
▽▽

赤穂市ホームページへの有料広告募集中　問秘書広報課　☎ 43・6870

住宅用火災警報器
6月1日から設置が義務化されました
住宅用火災警報器
6月1日から設置が義務化されました

悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!

不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～

㈱ 播 州 商 会
赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000

����������������������������������������

●民事全般・交通事故・家事(離婚・男女間トラブル）　●相続

（遺言･遺産分割）・不動産（借地借家・境界）　●債務整理（破

産･任意整理）・労働問題　●刑事全般（弁護・告訴･告発）・消
費者問題　●その他・人生相談

法を味方にするために、お手伝いします。

姫路市北条宮の町287-6
島根ビル5階

TEL.079-223-1772

土日祝日、早朝及び赤穂市内での
相談も可能です。（要予約）
http://www.yamasaki-lawoffice.jp/

1 No.7 1   01 年 1 月



ま
す
（
事
前
申
込
要
）

◦ 

申
込　

電
話
、
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
西
播
磨
県
民
局
企

画
防
災
課
（
☎

58
・
２

１

１

２
・

Ｆ

Ａ

Ｘ

58

・

２

３

２

８)

ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦ 

お
仕
事
承
り
ま
す　

・
不
用
品
の
処
分 

・
庭
木
の
予
防 

・
大
工
、
左
官
仕
事
等

※ 

臨
時
で
短
期
的
な
仕
事
請
負
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦ 

会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男
性

60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
の
、
健

康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
入
会

説
明
会
に
出
席
し
た
人
。
女
性

会
員
も
多
数
活
躍
中
。

◦ 

２
月
の
入
会
説
明
会　

・ 

日
時　

２
月
13
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
～ 

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 

☎

43

・

７

２

０

０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お知らせお知らせ

HARMONY INFORMATION

ハーモニーインフォメーションハーモニーインフォメーション

赤穂市文化会館

チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０

☎４３・５１１１（財）赤穂市文化とみどり財団

　 ： ako-harmony@memenet.or.jp
ホームページアドレス　http://www2.memenet.or.jp/̃akoharm/

3月10日(土)  14：00開演  大ホール  全席指定

入場料：友の会2,500円　一般2,800円

古畑任三郎や美空ひばりの

ものまねで有名なツートン

青木が赤穂にやって来る☆

更に、KY線などのオリジナ

ル手相占いで有名な手相占

い芸人島田秀平がゲスト出

演!!もしかしたらあなたも手

相を見てもらえるかも…?

����������������������
��������������

好評

発売中!

1月29日(日)  14：00開演  小ホール  全席自由

出　演： エピスカルテット　須山暢大（Vn）、村津瑠紀（Vn）

　　　　　　　　　　　　　村田恵子（Va）、 伊藤文嗣（Vc）

　　　　森本 茉耶 (Pf)

入場料： 1,000 円（友の会 800 円）

��������������������������������

�����������������������
�����������������

好評

発売中!

1月15日(日)  14：00開演  小ホール  全席指定

出　演：月亭八光、月亭方正（山崎邦正）

入場料：2,500円（友の会　2,000円）

����������������������� 好評

発売中!

〒678-0202 

赤穂市山手町7番地の7

TEL46-3011

（有）結城建設（有）結城建設

ついに登場 !!

憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！
あれもこれも、みんな収納できる。
　　おまけにリビングも広く！
　　　　　ハイグレード住宅ですよ。

普通の家とは

ココが違う！
普通の家とは

ココが違う！

リビング天井
3.8ｍ

大型収納
（ハシゴなし）

図書館だより

図書の整理と点検のため休館します

期間　２月14日（火）～ 23日（木）
　休館に伴い下記の間、貸出期間を４週間、貸出冊数を20冊（う
ちビデオ・CD・DVD は４点まで）とします。

　１月31日（火）～２月12日（日）
　休館中は貸出・閲覧・利用者登録などができませんのでご了
承ください。休館中の図書（CD・ビデオ・DVD を除く）の返却
は玄関横の返却ポストをご利用ください。

●２月の祝日開館

　 　２月11日（土・建国記念の日）です。ぜひご来館ください。

１月１０日は「１１０番の日」
警察では、毎年１月 10 日を ｢110 番の日 ｣ と定め、県民の皆さんに 110 番通
報を早く、正しく利用していただくようご理解とご協力をお願いしております。

｢ 守ります　地域の安全　110番 ｣

110 番は、事件事故に遭われた方、見られた方から、い

ち早く警察に通報していただく緊急通報電話です。

「警察の　相談ダイヤル　♯9110」

～その他の警察相談電話～

①　オウムフリーダイヤル（オウム 110 番） ☎ 0120・006・024
②　性犯罪被害 110 番（レディースサポートライン） ☎ 078・351・0110
③　暴力 110 番ヤクザゼロ ☎ 0120・20・8930
④　覚せい剤相談電話（覚せい剤 110 番） ☎ 078・361・0110
⑤　けん銃についての情報（けん銃 110 番） ☎ 0120・103・774
⑥　ヤミ金融・悪質商法 110 番 ☎ 078・371・9110
⑦　少年相談室（ヤングトーク） ☎ 0120・786・109
⑧　痴漢等被害相談電話（痴漢等被害相談所） ☎ 079・224・0110
⑨　ストーカー・ＤＶ相談電話 ☎ 078・371・7830
⑩　極左 110 番 ☎ 078・371・2110

緊急の対応を必要としない問い合わせ、相談などは『県警な

んでも相談電話 ｢ ♯ 9110｣』のご利用をお願いします。

いたずらの１１０番通報は犯罪です。緊急な事件・事故の対応
に支障を来しますので、絶対にしないでください。

鍵かけ防犯マスコット

「キー坊」

赤穂警察署

自転車にカギを

かけましょう！
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編集：社会福祉法人
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（赤穂市総合福祉会館内）
ＴＥＬ４２・１３９７
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 平成23年度の共同募金

は、1,326万 円 余 り の 募

金が寄せられ、目標額を

達成することができまし

た。これもひとえにみな

さまのおかげと厚くお礼

申しあげます。

 寄せられた募金は、平

成24年度に、兵庫県内の

民間福祉施設への配分金

と赤穂市社会福祉協議会

の地域福祉活動に配分さ

れ、市民と共につくる福

祉活動に活用させていた

だきます。

平成23年度
共同募金実績報告

区　分 目標額（円）実績額（円）
左の内訳

１件当 件  数

戸 別 募 金 7,350,000 7,480,327 488円 15,344戸

中 口 募 金 1,050,000 1,272,882 1,422円 895件

大 口 募 金 1,100,000 1,179,000 5,925円 199件

職　

域　

募　

金

赤 い 羽 根

1,100,000

619,858 182団体

バ ッ ジ 114,325 425円 269個

クオカード 277,400 380円 730枚

図書カード 301,560 420円 718枚

愛ちゃんシール 10,478 338円 31個

計 1,323,621

学 校 募 金 400,000 483,880 72円 6,690人

街 頭 募 金 外 500,000 1,527,325

無人 (228 ヵ所）
782,009円

街頭 (27回実施）
745,316円

その他（預金利息） 427 前年度繰越利息

合 　 　 計 11,500,000 13,267,462 達成率　115％

戸別募金

56％

中口募金

10％

大口募金

9％

職域募金
10％

学校募金

４％
街頭

募金外

11％

　　共同募金に

　　ご協力ありがとうございました

オープニングを飾った羽音色の演奏

福祉作文表彰者

福祉作文発表

講演いただいた竹中ナミ氏

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
羽
音
色
」
の
み
な
さ
ん
の

演
奏
で
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
、
つ
ど
い
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
福
祉
作
文
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
、
式
典
後
に
は
福
祉

作
文
大
賞
受
賞
者
の
心
の
こ
も
っ
た
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
プ
ロ
ッ
プ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
理
事
長

の
竹
中
ナ
ミ
氏
を
迎
え
、『
「
す
べ
て
の
人
が
誇
り
を
持
っ
て
生
き
ら
れ
る

町
に
」
～
障
が
い
者
か
ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
へ
～
』
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
「
ナ
ミ
ね
ぇ
！
」
の
呼
び
か
け
で
始
ま
り
、

重
症
心
身
障
が
い
の
子
ど
も
を
持
つ
竹
中
ナ
ミ
氏
の
体
験
談
、
プ
ロ
ッ
プ
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
な
ど
の
パ
ワ
フ
ル
な
話
に
引
き
込
ま
れ
、
あ

っ
と
い
う
間
の
１
時
間
半
で
し
た
。

　

障
が
い
者
週
間
を
契
機
に
、
こ
の
つ
ど
い
開
催
に
よ
り
、
市
民
の
み
な

さ
ん
が
障
が
い
者
問
題
に
よ
り
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

障
が
い
者
週
間 

と
も
に
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い

～
12

月
３
日
（
土
）
総
合
福
祉
会
館
に
て
～
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私
が
思
う
強
い
人
は
、
大
き

な
病
気
を
も
っ
た
人
や
障
が
い

が
生
ま
れ
つ
き
あ
る
人
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
う
思
う
の
は
、
一
度
き
り

し
か
な
い
人
生
を
他
の
人
よ
り

精
一
杯
生
き
て
い
る
か
ら
で

す
。
手
や
足
、
目
や
耳
が
不
自

由
で
あ
っ
た
と
し
て
も
自
分
な

り
の
表
現
を
身
に
つ
け
て
い
ま

す
。
多
分
、
私
た
ち
が
訓
練
を

重
ね
る
以
上
に
た
く
さ
ん
努
力

し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

分
、
私
た
ち
以
上
の
喜
び
や
悲

し
み
を
味
わ
っ
て
生
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
昔
と
感
じ
方
や
考
え
方

が
変
わ
り
ま
し
た
。
昔
は
病
気

の
人
を
み
る
と
か
わ
い
そ
う
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
す

ご
く
強
い
心
の
持
ち
主
な
ん
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

思
っ
て
い
る
以
上
の
輝
き
を

も
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
私
た
ち
に
出
来
る
事

は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で

出
来
る
こ
と
は
し
て
い
き
た
い

で
す
。
身
近
に
困
っ
て
い
る
人

が
い
れ
ば
優
し
く
声
を
か
け
て

手
伝
い
が
必
要
か
を
聞
い
て
、

必
要
で
あ
れ
ば
出
来
る
こ
と
を

し
た
い
で
す
。
病
気
が
あ
る
か

ら
一
人
じ
ゃ
出
来
な
い
と
決

め
つ
け
て
手
伝
う
の
は
や
っ
ぱ

り
良
く
な
い
の
で
、
声
か
け
は

す
ご
く
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
も
し
も
私
に
不

自
由
な
事
が
あ
っ
て
一
人
で
出

来
る
こ
と
も
手
伝
わ
れ
る
と
少

し
悲
し
く
な
る
の
で
、
し
っ
か

り
そ
う
い
う
気
持
ち
を
考
え
ら

れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
私

た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
心
づ
か

い
な
の
で
、
周
り
の
状
況
を
把

握
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で

以
上
に
安
心
し
た
生
活
が
送
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
思
っ
た
の
は
、
ま

だ
ま
だ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
少
な

い
町
な
の
で
も
っ
と
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
公
共
施
設
を
ふ
や
し
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
病

気
の
人
や
老
人
の
方
々
の
楽
し

み
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
番
重
要
な
の
は
、
私
た
ち

が
ど
れ
だ
け
協
力
で
き
る
か
で

す
。
も
し
環
境
が
整
っ
て
い
て

も
私
た
ち
の
態
度
が
悪
け
れ
ば

安
心
し
て
生
活
で
き
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
風
に
や
っ
て
い
く
こ
と

で
や
っ
と
み
ん
な
に
と
っ
て
よ

い
町
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
ま
だ
可
能
性
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
の
可

能
性
を
信
じ
て
た
く
さ
ん
挑

戦
し
て
い
き
、
失
敗
を
バ
ネ
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
こ
う
い
う
事
を
考
え
て
い
く

回
数
も
増
え
て
い
く
と
思
い
ま

す
が
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
だ

ん
だ
ん
視
野
を
広
げ
て
い
き
、

も
っ
と
も
っ
と
周
り
が
す
ご
し

や
す
く
な
る
よ
う
な
こ
と
を
考

え
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で

す
。

　

自
分
が
さ
れ
て
う
れ
し
い
事

は
他
の
人
が
さ
れ
て
も
う
れ
し

い
し
、
嫌
な
こ
と
を
さ
れ
て
嫌

な
の
も
み
ん
な
同
じ
だ
と
思
う

の
で
、
自
分
が
さ
れ
て
う
れ
し

い
こ
と
は
他
の
人
に
も
し
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
自
分

も
他
の
人
も
が
た
の
し
い
と
思

え
る
よ
う
な
生
活
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

　

そ
う
し
た
ら
、
誰
も
が
安
心

し
た
生
活
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

「
強　

い　

人
」

赤
穂
西
中
学
校
２
年　

石
中　

遥
夏

◆
福
祉
作
文
（
中
学
生
の
部
）

大
賞
◆

移送サービスの利用について

　社協では、日常生活において車いすを必要

とする障がい者や、　要介護高齢者の外出（通

院など）を援助する活動を行っています。

　活動は、車いすのまま乗車できるリフト付

車両で行われます。

　なお、利用に際し

て事前の申し込み手

続きが必要です。

　詳しくは社協まで

お問い合わせくださ

い。

在宅介護で食事に困っていませんか？

実 施 日

月曜日～土曜日
午前８時30分～午後５時15分

（祝日・日曜・年末年始は休み）

利用料金 １回　往複1,000円（片道も同額）

利用条件
赤穂市内在住の方で、家族（介護
者）１名同乗できる方

実施主体 赤穂市社会福祉協議会

協力団体 ボランティアグループ「てんとうむし」

　社協と赤穂市介護者の会では、在宅介護

支援の一環として、栄養士の協力を得て「減

塩・減糖」を基本とした介護特別食を毎週

月曜日に調理し、配食を行っています。

　刻み食・ミキサー食・トロミ食・お粥な

どの形状にも対応させていただきます。

　利用には事前の申し込みが必要となりま

すので、希望される方は社協までお問い合

わせください。

実 施 日：毎週月曜日（祝日の場合、休み）

　　　　　午前11時～ 12時前後にご自宅へ配達

利用料金：１食　500円

介護特別食
の

ご案内

ご 飯 の 量 も し っ
かり計量します

配食弁当例

　介護特別食を調理していただけるボラン

ティアを募集しています。

　料理を作るのが好きな方。苦手だけれど

やってみようという方。

　是非、この機会にボランティア活動を始めてみませんか？

　活動日は、毎週月曜日午前９時～ 12時です。

　その他、詳しくは社協までお問い合わせください。

調　理
ボランティア

募集 !!
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●委任預託　 〈敬称略〉

住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容

相生市双葉町 相生妙修寺婦人会 雑巾 100枚 福祉のために

　 匿 名 　 17,781 善意のために

北 野 中 吉 備 　 徳 治 100,000 亡母満中陰志

元 塩 町 戸 田 　 國 男 50,000 亡母満中陰志

　 　 Ｙ ． Ｓ 　 　 5,000 福祉のために使ってください。

加 里 屋 匿 名 50,000 善意のために

加 里 屋
ねんりん赤穂
代表　大西朙生

3,000 フェスティバル売上金

中 広
赤穂市社会福祉協議会
職員一同

5,238
しあわせフェスティバル売
上金の一部を

加里屋字岩
伯鳳会在宅
ケアセンター

10,000
しあわせフェスティバル売
上金の一部を

中 広
ひとり暮らし老人の会
ひまわりの会

6,130 会員持ち寄りバザー売上金

中 広 楠 　 香 100,000 亡夫満中陰志

加 里 屋 古林　勢津子 100,000 亡夫満中陰志

　　　　　同　窓　会 30,716 善意に

加 里 屋 田 渕 　 禎 100,000 亡母満中陰志

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

　
私
は
、
中
学
校
の
時
に
学
校
の

近
く
に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私

は
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
れ
る
こ

と
を
知
っ
た
時
、
正
直
、
嫌
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
嫌
い
だ

か
ら
で
は
な
く
、
ど
う
接
す
れ
ば

よ
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。
そ
ん
な
不
安
を
抱
え
た
ま

ま
、
私
は
老
人
ホ
ー
ム
へ
行
き
ま

し
た
。
私
た
ち
の
前
に
た
く
さ
ん

の
利
用
者
の
方
が
集
ま
っ
て
く
る

様
子
を
見
た
私
は
、
ま
す
ま
す
不

安
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

一
人
の
お
じ
い
さ
ん
と
目
が
合
い

ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
、
私
を

見
て
に
っ
こ
り
と
微
笑
ん
で
く
れ

て
、
私
の
中
の
不
安
だ
っ
た
気
持

ち
が
一
気
に
消
え
て
無
く
な
っ
て

い
く
の
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
は
、

お
じ
い
さ
ん
に
負
け
な
い
く
ら
い

の
笑
顔
で
会
釈
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
が
始
ま
り
、
私
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
に
は
二
人
の
お
ば
あ
さ

ん
が
来
ま
し
た
。
私
の
近
く
に
い

る
車
い
す
に
乗
っ
た
お
ば
あ
さ
ん

は
、
表
情
が
固
く
、
無
口
な
方
で

し
た
。
歌
を
一
緒
に
歌
お
う
と
言
っ

て
も
「
私
は
音
痴
だ
か
ら
」
と
一

緒
に
歌
っ
て
く
れ
な
い
し
、
折
り

紙
を
折
ろ
う
と
言
っ
て
も
「
不
器

用
だ
か
ら
」
と
断
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
楽
し
ん
で

く
れ
て
い
な
い
の
か
な
と
思
い
、

少
し
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
と
ま
ど
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

私
は
、
何
か
話
を
し
て
み
よ
う
と

思
い
、
一
生
懸
命
話
し
掛
け
ま
し

た
。
で
も
、
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
の

返
事
は
一
単
語
程
度
で
ど
う
し
よ

う
か
と
考
え
て
い
る
う
ち
に
交
流

会
の
終
了
の
合
図
が
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
お
ば
あ
さ

ん
に
お
別
れ
を
言
い
ま
し
た
。
す

る
と
、
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
想
像
し

て
い
な
か
っ
た
言
葉
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。
「
今
日
は
、
色
々
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
ね
。
あ
り
が
と

う
ね
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
楽
し
か
っ

た
わ
。
ま
た
来
て
ね
。
」
そ
し
て
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
私
た
ち
に
満
面

の
笑
み
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
お
ば

あ
さ
ん
と
笑
顔
で
お
別
れ
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。
こ
の
老
人
ホ
ー

ム
に
来
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思

い
ま
し
た
。

　

私
は
、
笑
顔
に
な
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
な
と
実
感
し
た

し
、
大
事
な
こ
と
だ
な
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。
誰
か
が
悲
し
い
顔

を
し
て
い
る
時
、
へ
こ
ん
で
い
る
時
、

苦
し
ん
で
い
る
時
、
他
の
誰
か
の
笑

顔
で
救
わ
れ
ま
す
。
笑
顔
が
笑
顔

を
生
み
出
し
、
ま
た
そ
の
笑
顔
が

笑
顔
を
生
み
出
し
ま
す
。
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
こ
と
は
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
、
私
は
、

こ
の
老
人
ホ
ー
ム
で
学
ん
だ
笑
顔

の
素
晴
ら
し
さ
を
忘
れ
ず
、
笑
顔

に
な
る
こ
と
、
笑
顔
に
す
る
こ
と
を

大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
私
は
、
人
を
笑
顔
に
で
き
る

よ
う
な
心
の
温
か
い
人
で
あ
り
た

い
し
、
将
来
そ
ん
な
仕
事
に
就
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
出
会
い
た
い

し
、
私
自
身
が
た
く
さ
ん
の
人
々

に
笑
顔
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
笑

顔
が
溢
れ
る
社
会
を
作
り
、
小
さ

な
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
の
方
々
、

身
体
障
が
い
者
の
方
々
、
そ
し
て

私
た
ち
若
者
、
誰
も
が
幸
せ
だ
と

言
え
る
よ
う
な
世
の
中
に
な
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、ま
ず
、
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あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（11月１日～ 11月30日受付分）

あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

高雄小学校児童 もち米30㎏を寄贈

　高雄小学校の児童４名が総合福祉

会館に来られ、今年も稲から育てて

収穫したもち米を、歳末たすけあい

運動に寄贈してくださいました。

　丹精込めて作ってくださったもち

米は、地域福祉活動に活用させてい

ただきます。

　ありがとうございました。

高雄小児童と睦谷共同募金会赤穂市支部長

寄贈されたもち米
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　賛助会費は、社会福祉協議会の貴重な財源です。安定
した地域福祉事業の充実や発展を図るためにも、皆さま
のあたたかいご援助が必要です。ご協力をお願いいたし
ます。

（法人会費：5,000 円、個人会費：2,000 円、一般会費：500 円）

賛助会費 ありがとうございました〈敬称略〉

福祉の拠点をみんなで支えてください。

【個人】 桝　本　　　章

匿名の方々からもご協力をいただきました。

歳末たすけあい募金
ご協力ありがとうございます。

　赤穂西中学校生徒会の皆さんが、

11月６日「塩屋地区ふれあいふるさ

と祭り」の福祉バザー売上金30,280

円を歳末たすけあい募金に寄付して

くださいました。

　有益に活用させていただきます。

１月12日（木）は、 おもちゃ整理のため 

お休みします。

１月28日（土）は、 通常通り午後1時30分

より開設しますので、

是非お越しください。

　なお、今年度のおもちゃライブラリーの

開設日は下記のとおりです。

２月
9日（木）午前10時～正午

25日（土）午後1時30分～3時30分

３月
8日（木）午前10時～正午

24日（土）午後1時30分～3時30分

♪おもちゃライブラリーからのおしらせ♪

　社会福祉協議会では、市民の皆さま

の新生活運動に少しでもお役に立てれ

ばと、素敵な衣裳を取り揃えてお待ち

しています。

春の貸衣裳ご予約会を開催します。
▼期間　 ２月１日（水）～４日（土）

 午前９時～午後５時

▼会場　総合福祉会館

　　　　２階展示室

▼特典

　① 花嫁衣裳契約者

 　２割引・記念品

　② 花嫁衣裳 20 万円以上ご契

約者

　　　 持込料半額負担

　　　（上限４万円まで）

　③ その他貸衣裳　１割引

▼問い合わせ先

　社会福祉協議会貸衣裳室

衣裳の種類 使用料（円）

打 掛 30,000円～

ウ エ デ ィ ン グ ド レ ス 25,000円～

紋 付 15,000円～

タ キ シ ー ド 12,000円～

留 袖 4,000円～

振 袖 10,000円～

モ ー ニ ン グ 5,000円　

ゲ ス ト ド レ ス 3,000円～

子 供 服 3,000円～

2012年 春の貸衣裳ご予約会

　現代はストレス社会で、悩みや病を抱える人が増えています。

傾聴とは、そのような人の悩みに寄り添い、受容的・共感的態度

で「聴く」ことで、日常生活でも欠かすことができないものです。

　あなたも傾聴ボランティアを始めてみませんか？

◆募集定員　20名（定員になり次第締切）

◆ 受講資格　①市民および市内に勤務している人②傾聴ボラ

ンティアに興味があり活動したい人③２回とも参加できる

人。上記の条件すべて満たす人を優先します。

◆参加費　無料　◆場　所　総合福祉会館 ３階集会室

◆申　込　１月30日（月）までに社会福祉協議会へ

◆日　程

第１回

２月６日㈪
10 時～ 15 時 30 分

「人が人を支援する意義」　ロールプレイング
　関西福祉大学社会福祉学部 准教授　岩間　文雄 氏

「お年寄りの心と体を理解する」

　てんわかかりつけ医院 院長　馬場　清志 氏

第２回

２月 14 日㈫
10 時～ 15 時 30 分

「人の痛みにそっと寄り添う」　グループワーク
　赤穂市社会福祉協議会　社会福祉士　岩﨑　文子

「よい聴き手になりましょう」－病気の人の心に寄り添う－

　赤穂市民病院 看護師長　岩里　さち子 氏

傾聴ボランティア養成講座 受講生募集

赤穂高校生徒39名が義士祭で街頭募金を呼びかける

　歳末たすけあいの一環として、12月14日に赤穂高校の生徒

39名が、町ゆく人に街頭募金を呼びかけてくださいました。

　赤穂駅・郵便局前・息つぎ井戸・武家屋敷公園の４ヵ所

に分かれ、若さあふれる呼びかけに皆さん快く募金に協力

してくださり、127,050円もの募金が集まりました。

協力いただいた皆さん、ありがとうございました。

赤穂郵便局前にて 播州赤穂駅にて

赤穂市仏教会　義士祭街頭募金

　赤穂市仏教会の皆さんも会員30名余りが参加して、播州赤

穂駅にて街頭募金を呼びかけてくださり、164,700円もの募金

が集まりました。

※ 新郎・新婦衣裳写真撮り 
のみの場合 3割引

※振袖写真撮りのみの場合
 3割引

大石神社にて
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▪ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。

▪ その他、コンビニエンスストア、観光案内所（播
州赤穂駅）、各地区公民館、市役所にも設置して
いますのでご利用ください。

▪ 次回の回覧広報あこうは１月25日（水）、
　広報あこうは２月10日（金）の発行予定です。

▪広報あこうは再生紙を使っています。

　食べすぎが気になる季節です
ね。ひも血圧などが気になりだ
して数年。食事に気をつけた
り、水泳をしてみたり。でもな
かなか続きません。食後の甘
い誘惑や、仕事を理由にすぐに
挫折。ここから得た教訓。「継
続は難しい。止めるのは簡単」。
小学生の頃、校長先生が何度も

言っていた「継続は力なり」。今
になってやっと言葉の意味を自
分なりに理解することができま
した（何事にも時間がかかるひ
です）。表紙のもちのように、何
事もなが～く続けていくために
はそのための方策と相当な努力
が必要である。今年こそは・・・
朝日に誓ったひです。

くらしのカレンダー
1 / 4 ～ 2 / 1 8

保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297

子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290

青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831

消費生活相談　市民対話室（随時） ☎43・6818

女性問題電話相談　女性交流センター（火～金 13:00～16：00祝日除く） ☎43・7800

市民生活無料法律相談　市民対話室 予約☎43・6818

心配ごと相談　こころの相談　社会福祉協議会 予約☎42・1397

犬の引き取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

市

福

保セ

市役所（代表） ☎43・3201

総合福祉会館 ☎42・1397

保健センター ☎43・9855

会

健康

地セ

市民会館 ☎43・7450

地域活動支援センター ☎48・1615

赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321

問 い 合 わ せ 先

健康・相談

広 報

2月

1

●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 

●エイズ・肝炎電話相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 

●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 

●農地相談　10：00 ～ 11：30 

●３歳児健診（Ｈ20.8生） 13：30 ～ 14：30　受付 

2 ●年金出張相談　10：00 ～ 15：00 

3 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 

4

5  
渡辺内科小児科医院 ☎ 42・3884
9：00 ～ 17：00

6 ●人権相談　10：00 ～ 12：00 

7
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

●消費生活・司法書士相談（要予約） 10：00 ～ 12：00 

8
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 

●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

9 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

10 ●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

11

●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 

　10：00 ～ 12：00　 市民対話室　☎43・6818

 
石川整形外科医院 ☎ 45・1717
9：00 ～ 17：00

12  
太田小児科 ☎ 45・2060
9：00 ～ 17：00

13

14 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

15

●エイズ・肝炎電話相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 

●１歳６ヵ月児健診（Ｈ22.7生） 13：30 ～ 14：30 

●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 

●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 

16 ●心配ごと相談（弁護士・要予約） 8：30 ～ 12：00 

17

18
●特定法律相談　9：30 ～ 12：00 

　 市民対話室　☎43・6818

1月

4
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 

5

6
●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●３歳児健診（Ｈ20.7生） 13：30 ～ 14：30　受付 

7

8  
きむクリニック ☎ 45・7355
9：00 ～ 17：00

9  
久保川医院 ☎ 42・2140
9：00 ～ 17：00

10
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●消費生活・司法書士相談（要予約） 10：00 ～ 12：00 

11

●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●農地相談　10：00 ～ 11：30 
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●２歳児歯科健診（Ｈ21.5、Ｈ21.6生） 13：30 ～ 14：30　受付 

12 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

13 ●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

14
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話室　☎43・6818

15  
赤穂記念病院加里屋診療所 ☎ 43・2717
9：00 ～ 17：00

16 ●こころのケア相談（要予約） 13：30 ～ 14：30 

17 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

18

●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 
●１歳６ヵ月児健診（Ｈ22.6生） 13：30 ～ 14：30　受付 

19
●国民年金相談　13：30 ～ 16：00 
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 8：30 ～ 12：00 

20

21
●特定法律相談　9：30 ～ 12：00 
　 市民対話室　☎43・6818

22  
シオヤ外科胃腸科医院 ☎ 43・4712
9：00 ～ 17：00

23

24

●ネコの引き取り　8：30 ～ 9：30 
●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●行政相談（相談委員） 10：00 ～ 12：00 
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●知的障がい者相談　10：00 ～ 12：00 

25

●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●４ヵ月児健診（Ｈ23.9生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●精神障がい者相談　10：00 ～ 12：00 

26 ●身体障がい者相談　10：00 ～ 12：00 

27

28

29  
松本クリニック ☎ 42・0036
9：00 ～ 17：00

30

31 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00


